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研究成果の概要：本研究では、さまざまな矛盾を内包したフランスの第三共和制時代（1870年

～1940年）に焦点を当て、文学・政治・宗教という三つの分析軸を立てた上で、これらを相互

に関連させながらその特徴を解明することを試みた。その結果、19世紀の作家の受容をめぐる

文学と政治の関係、両大戦間における文学の政治性、アナキズムと美学の関係、政教分離をめ

ぐる国家と宗教の葛藤などの諸問題が多様な観点から明らかにされた。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 3,500,000 0 3,500,000 

２００６年度 2,200,000 0 2,200,000 

２００７年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

  年度    

総 計 7,300,000 480,000 7,780,000 
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１．研究開始当初の背景 
(1)本研究は、基盤研究（B）(2)「フランス
第二帝政下における都市の変容と文学・芸
術」（2002～2005、研究代表者：石井洋二
郎）の進展を踏まえた上で、その最終年度
に、研究計画最終年度前年度の重複応募制
限の特例として申請され、新規に開始され
たものである。 
(2)フランス第二帝政に関する基盤研究の大
きな成果のひとつに、研究代表者の石井を
中心として編まれた論文集、『フランスと
その＜外部＞』（東京大学出版会、2004）
があるが、これを準備していく過程で、そ

れまで扱ってきた第二帝政期における文
学・芸術の諸問題は、植民地の拡大、教育
の非宗教化、知識人の政治参加、等々のさ
まざまな社会現象と密接に関わっており、
これらはほとんどすべてが、その後に成立
した第三共和制時代のフランスを研究し
ない限り十分には解明されないであろう
という認識をもつに至った。そこで、第二
帝政に関する研究が一定の成果をあげた
時点でこれを第三共和制へと継続・発展さ
せていくことが不可欠であると考え、若干
のメンバーの入れ替えをおこなった上で、
新たな課題を立てることにした。 
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(3) 以上の経緯から、本研究においては従来
の研究をただ時代的に延長するだけでは
なく、対象とする領域も大幅に拡張するこ
とが必要となった。フランスの第三共和制
時代は 70年の長きにわたっており、その
間には第一次世界大戦をはじめとしてさ
まざまな歴史的事件が生起している。した
がってこの時期の文学や芸術の問題を考
える場合、これを政治や宗教と切り離して
扱うことはできない。そこで、新たな研究
では文学・政治・宗教を含めた領域横断的
な観点を重視することとした。 
 
２．研究の目的 
(1) フランスの第三共和制は、20世紀初頭の
いわゆる「ベル・エポック」の華やかさと、
やがて空前の死者を出すことになる第一
次世界大戦の暗い記憶が共存する時代で
あり、「人民戦線」のオプティミズムがフ
ァシズムの暗い影と共存する時代であっ
た。換言すれば、それは外部からのさまざ
まな圧力（ロシア革命によるボルシェビキ
政権の誕生、日本を筆頭とする新興アジア
勢力の伸長、そしてナチス・ドイツの急速
な台頭など）を反映しつつ、フランス内部
のあらゆる領域で相対立する力の緊張が
高まった時代であったといえる。文学を直
接的な材料として、こうした種々の矛盾の
実態を明らかにすることが、本研究の基本
的な目的である。 
(2) そのためには、文学作品をただ文学作品
として読むだけでなく、政治や宗教との関
わりにおいてその意義を問い直す作業が
不可欠になる。具体的には、以下のような
課題が設定された。 
① 過去の文学・思想（たとえば18世紀の
空想的社会主義、19世紀のロマン主義な
ど）が、第三共和制期にどのような思想
的・政治的文脈の中で受容されたのか
（あるいは受容されなかったのか）を明
らかにすること。 
② 同時代、すなわち第三共和制時代の文
学・思想（ゾラなどの自然主義、ブルト
ンをはじめとするシュルレアリスム、サ
ルトルに代表される実存主義、等々）が、
ドレフュス事件や公教育の非宗教化、第
一次世界大戦、植民地博覧会、文化擁護
のための世界作家会議などの出来事と
いかに関わりをもち、時代とどのように
切り結びながら形成されていったのか
を解明すること。 

(3) 以上の方針のもとに、文学・政治・宗教
という三つの視点を絶えず相互に関連付
けながら、第三共和制がはらむ多面性と諸
矛盾を立体的に解明することが本研究の
最終的な目的である。 
 

３．研究の方法 
(1) 第三共和制に関する基礎資料を収集す
る。そのために、研究代表者・研究分担者
が何度かフランスに渡航し、フランス国立
図書館等で資料調査・収集を行う。 
(2) 収集した資料を利用して、研究代表者・
研究分担者がそれぞれの分担に従って各
自の個別的研究を進展させる。 
(3) 各自が進展させた研究を論文等の形で
公刊するとともに、討論の機会を設けてそ
の成果を相互の研究に還元する。 
 
４．研究成果 
(1) 研究代表者の石井洋二郎は、大きく言っ
て二つの線に沿って成果をまとめた。 
① 第二帝政時代の詩人ロートレアモンが
第三共和制時代の作家・思想家たちにど
のように受容されたかという問題に取
り組み、このテーマについての考察を含
む著書『ロートレアモン 越境と創造』
（筑摩書房、2008）を刊行した。本書は
文化庁から平成 20年度芸術選奨文部科
学大臣賞を授与され、社会的にも高く評
価された。 

 ② 18世紀の空想的社会主義者、シャル
ル・フーリエの思想が第三共和制時代の
作家・思想家たちにどう受容されたかと
いう問題に取り組み、このテーマについ
ての考察を数編の論文で発表したのち、
著書『科学から空想へ―よみがえるフー
リエ』（藤原書店、2009、ただし4月刊
行なので以下のリストには不掲載）にま
とめて刊行した。 

(2) 研究分担者の鈴木啓二は、19世紀の詩人
ボードレールについての論考をフランス
語で発表し、この詩人が第三共和制にまで
影響の及ぶ重要な存在であることを明ら
かにした。 
(3) 連携研究者（2007年度までは研究分担
者）の山田広昭は、数編の論文を発表し、
主として第三共和制時代におけるアナキ
ズムと美学思想との関連について考察を
展開した。 
(4) 連携研究者（2007年度までは研究分担
者）の工藤庸子は、著書『宗教ｖｓ.国家』
（講談社、2007）によって第三共和制時代
における政教分離の問題を論じ、『砂漠論』
（左右社、2008）によってヨーロッパ文明
を相対化する視点からフランスの文学を
論じたほか、数編の論文と二度の学会発表
で課題に関連する問題提起を行った。 
(5) 以上の個別的成果のほか、石井はロート
レアモンに関する著書を博士論文として
東京大学に提出し、鈴木がその主査を務め
た。その審査会は、本研究に関する共同討
議の場としても位置づけることができる。 
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